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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・第6回院内研修の場所が変更（メンタル病棟3階会議室→メモリアルホール）となっている。出欠予定を記入するように。
＜心理検査実施予定＞

・11/30（月）　8：30～島守ヨシ様　　MMSE、HDS-R　担当：小川

　　　　　　　 9：00～玉川文代様　　MMSE、HDS-R　担当：小嶋

　　　　　　　10：30～菊池香様　　　WAIS-Ⅲ　　　担当：小嶋

・12/3（木）　 8：30～鈴木サカエ様　MMSE、HDS-R　担当：小嶋

・12/4（金）　10：00～川原國子様　　MMSE、HDS-R、CDT　担当：小川

＜外来情報＞

・藤村　徹　様～31歳、新患。適応障害。不安と不眠があり、当院を初診。抑うつ気分や自責傾向はないが、体重減少が見られる。薬物療法を開始し、外来治療を継続していく。

＜利用者様情報＞

・野月　利章様～表情硬く来所し「一睡も出来なかった」「嫌な人の夢ばかり見る」と話しており、状況を確認。ぼんやりとしている状態が強く、1時間程休養。その後は特定男性メンバーと一緒に交流しており、表情が穏やかになっている。スタッフから体調を確認すると、「下痢が酷い」「最近睡眠が全然とれず、ぼんやりとして物忘れをすることや、身体がボーっとして精神的に肉体的に疲れている」とのことで、病院に入院して薬を調整してもらいたいと話している。明日問診との事で、まずは担当医に現在の状態を報告し、相談してみるよう伝えている。

・土佐　将志様～今後のデイケア利用日について、本人と面談を実施。「身体のリハビリとデイケアのプログラムをしっかりやりたい」と話し、毎週火・木・金曜日の利用を希望。担当医より許可をもらい、来週より週3回の利用開始となる。利用日が増える事による不安は「大丈夫」とのことで、何か不満や嫌な事があったら行動に移す前にすぐ相談するよう促している。

・中村与一郎様～本人より報告あり、うみねこ幸房での作業が今まで火・水・木曜日だったが、来月から作業内容が増える為、金曜日もうみねこ幸房を利用するようになるとのこと。それに伴い、デイケア利用が月曜日のみになると話している。作業日が増える事による不安として、「今の状態でも疲れてしまうから、日にちが増えて大変になるかもしれない」とのことで、無理はせず何かあった際には、すぐ相談し早めに対処していくよう促している。

・寺沢　彩　様～本人より報告あり、八戸赤十字病院に入院予定であるが、入院時の治療法が変更となり、入院期間が以前の予定より短くなるかもしれないと話している。予定が決まった際には連絡して欲しいことを伝えている。また、昨日ハローワークに行き、3件求人票をもらってきたとのこと。その内の1件は以前働いていた場所であり、出来るならまた同じ場所で働いてみたいと希望。八戸赤十字病院退院後、施設担当職員に相談してみると話している。当院受診については「ハローワークで仕事のこと見れたらスッキリしたから、行きます」との事。

・稲垣　ふき様～昨日帰荘後、腰痛の訴え聞かれていると情報提供ある。本日は、右足の膝の後ろが痛いと話しており、軟膏塗布している。

・吉田キクエ様～朝食は全体の半量を残食しており、声掛けすると、「喉詰まり…」と喉を押えながら話していたと情報提供ある。朝食が詰まったことについて確認すると、「詰まったわけではない。何でもない、時々なる｡」と話している。スムーズに飲み込めるように、水を用意して摂取することを提案すると了承されている。本日の昼食、夕食は全量摂取し、スムーズに飲み込むことができている。今後も嚥下状態を観察していく。

・倉橋　生子様～昨日は21時30分に眠って、13時50分に起きたから、あまり眠れなかったと話している。今日は、足が重く歩きにくい、服薬変更になって薬が合わないかもしれないと話されるため、担当医に話すよう伝えている。エアロビクスは開始直後、「見学する」と話されていたが、途中から参加されている。不機嫌さや表情の硬さはみられない。

・千葉　輝夫様～入浴のために、更衣した衣類を確認すると、鉛筆が5～6本ズボンのポケットに入っている。火曜日も同様に、ズボンのポケットに鉛筆が5～6本入っていたため、本人へ危険であることを伝えるが「ん、でも持っていないといけない」と返答される。必要であればリュックへ入れるよう説明している。今後は、スタッフが衣類やリュックの中を確認していく。

＜入院予定＞

・東　悦子　様～77歳、ファール病に伴う認知症。平成26年月30日より、当院で入院治療をしていた。平成27年11月9日転倒し、左大腿骨骨折にで八戸赤十字病院へ転院。11月11日手術を施行し、同院での治療が終了したため、12月1日10：30当院へ転院となる予定。

